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　入
社
し
て
か
ら
早
く
も
20

年
が
経
ち
ま
し
た
▼
入
社
当

時
は
新
橋
に
事
務
所
が
あ
り
、

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す

る
為
に
世
田
谷
の
実
家
を
出

て
、
鎌
倉
で
一
人
暮
ら
し
を

選
択
し
、
往
復
３
時
間
の
通

勤
を
し
て
い
ま
し
た
。
通
勤

時
間
は
読
書
時
間
、
帰
宅
後

は
夜
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
お
寺
を
通
っ
て
帰
り
、

風
情
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た

▼
結
婚
後
は
逗
子
に
引
っ
越

し
、
犬
も
飼
い
、
週
末
は
家

族
と
海
で
過
ご
し
た
り
し
て

良
か
っ
た
の
で
す
が
、
平
日
は
日
の
出
前
の
早
朝
の

犬
の
散
歩
、
保
育
園
の
送
迎
、
都
内
ま
で
の
通
勤

で
、
余
裕
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
育
園
か

ら
呼
び
出
し
が
あ
れ
ば
ト
ン
ボ
帰
り
と
遠
距
離
通
勤

が
苦
痛
で
し
た
▼
周
囲
か
ら
も
通
勤
時
間
が
勿
体
無

い
と
か
、
年
取
る
と
通
勤
が
つ
ら
く
な
る
の
で
は
と

言
わ
れ
た
り
し
て
不
安
も
あ
り
ま
し
た
▼
こ
の
２
年

は
、
在
宅
の
前
に
海
岸
ま
で
犬
の
散
歩
を
し
て
、
勤

務
後
夕
方
の
散
歩
で
は
富
士
山
と
夕
日
を
堪
能
。
近

所
の
犬
散
歩
の
友
人
も
で
き
た
り
、
犬
も
11
歳
と
高

齢
に
な
り
留
守
番
の
ス
ト
レ
ス
が
な
く
な
っ
た
よ
う

で
す
▼
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な

い
と
感
じ
る
事
は
、
会
社
が
在
宅
勤
務
を
取
り
入
れ

人
形
町
に
移
転
し
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
オ
フ
ィ
ス

に
し
た
こ
と
で
、
遠
距
離
通
勤
も
苦
痛
で
は
な
く

な
っ
た
と
い
う
事
で
す
か
ね
。

﹇
常
興
シ
ス
テ
ム
㈱

　

　
　
　
　
　
　
　波
乗
り
Ｋ
﹈

―― 遠距離通勤とコロナの影響に
　　　　　　　ついて ―― （第26回）

　

当
協
会
は
10
月
19
日
午
後
１
時
半
よ
り
、
大
阪
・
新
大
阪
丸
ビ
ル
別
館
会
議
室
で
総
務
・

技
術
・
広
報
・
支
部
活
性
化
委
員
会
に
よ
る
合
同
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
管
洗
浄
業
界

の
将
来
を
担
う
青
年
世
代
を
招
き
、
各
委
員
会
の
活
動
内
容
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
課
題
と

な
っ
て
い
る
人
手
不
足
問
題
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
４
委
員

会
が
一
堂
に
会
す
る
の
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
各
委
員
会
メ

ン
バ
ー
に
加
え
、
青
年
世

代
の
10
人
を
加
え
た
33
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
関
根

英
明
理
事
の
司
会
進
行

で
、
ま
ず
上
之
原
靖
理
事

長
が
合
同
委
員
会
開
催
の

主
旨
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
若
手
の
皆
様
へ
の
期

待
と
協
会
活
動
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
第
１
部
と
し

て
、
各
委
員
会
委
員
長
か

ら
活
動
内
容
の
紹
介
を
兼

ね
た
委
員
会
報
告
が
行
わ

れ
、
委
員
会
設
立
の
経
緯

や
こ
れ
ま
で
の
活
動
内

容
、
今
後
の
活
動
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。
支
部
活
動
に
つ

い
て
は
、
別
府
洋
吾
理
事

（
㈲
フ
レ
ヴ
ァ
ン
）
か
ら

中
国
・
四
国
支
部
の
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
２
部
は
、「
人
材
の
確

保
と
育
成
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会
を

行
い
、
総
務
委
員
会
の
竹

之
内
英
委
員
（
フ
ジ
ク
ス

㈱
）
と
佐
藤
昭
仁
専
務
理

事
（
㈱
マ
ル
シ
ン
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
）
が
、
自
社
の

人
材
採
用
の
方
法
や
最
近

の
採
用
現
場
に
お
け
る
状

況
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

竹
之
内
委
員
か
ら
は
、

管
洗
浄
業
界
の
認
知
度
が

低
い
一
方
、
サ
ー
ビ
ス
業

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
求

職
活
動
を
行
っ
て
い
る
学

生
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ア

プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
で
獲
得

で
き
る
と
示
唆
。
中
途
採

用
者
に
つ
い
て
は
、
孤
立

さ
せ
な
い
配
慮
を
し
て
い

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

佐
藤
専
務
理
事
は
、
未

経
験
者
の
採
用
に
特
化
し

て
い
る
こ
と
や
、
労
働
形

態
を
週
休
２
日
制
と
フ
ル

稼
働
型
と
２
つ
に
分
け
、

採
用
時
に
選
択
さ
せ
る
こ

と
で
離
職
率
ゼ
ロ
を
実
現

し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

　

ま
た
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
や
地
方
で
の
積
極
採

用
に
向
け
て
、
保
育
所
や

社
宅
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
む
意
向
だ
と
し
ま
し
た
。

　

各
社
で
採
用
方
針
が
異

な
り
、
採
用
後
の
労
働
形

態
へ
の
対
応
も
違
い
ま
す

が
、
長
期
視
点
を
持
ち
な

が
ら
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
材
不
足
や
働
き
方
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
出
席
し
た
青
年

世
代
か
ら
、
現
在
会
社
で

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や

抱
負
な
ど
を
含
め
て
自
己

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
終

了
後
に
は
懇
親
会
も
開
催

し
、
青
年
世
代
か
ら
各
委

員
へ
、
委
員
会
活
動
や
協

会
の
取
り
組
み
、
技
術
的

な
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の

質
問
、
委
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
、
和
気
あ
い

あ
い
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

次世代担う若手と交流
―初の合同委員会開催―

活
動
内
容
、人
材
確
保
策
な
ど
紹
介

各支部から青年世代が参加（自己紹介）

業界の重要課題である人材確保について事例紹介

馬
場
常
務
理
事

（
総
務
委
員
長
）

多
治
見
専
務
理
事

（
支
部
統
括
部
長
）

竹
之
内
委
員

齊
藤
常
務
理
事

（
技
術
委
員
長
）

別
府
理
事

（
中
国
・
四
国
支
部
長
）

佐
藤
専
務
理
事

橋
本
常
務
理
事

（
広
報
委
員
長
）

上
之
原
理
事
長

（1） 令和４年11・12月号 全　管　協　ニ　ュ　ー　ス （毎月１回発行） 第４２０号
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ＳＤＧｓとは？
　当協会も本格的に取り組みを始めたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）。会員各
社が取り組むための参考事例としてＳＤＧｓの活動を紹介していきます。

　
「
強
靭
な
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
し
、
包
摂
的
で
持
続

可
能
な
産
業
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
技
術
革
新

の
拡
大
を
図
る
」
こ
と
が

目
標
で
す
。

　

こ
の
中
に
は
、「
包
摂
的

か
つ
持
続
可
能
な
産
業
化

を
促
進
し
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
各
国
の
状
況
に
応

じ
て
雇
用
及
び
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に

占
め
る
産
業
セ
ク
タ
ー
の

割
合
を
大
幅
に
増
加
さ
せ

る
」
こ
と
や
、「
２
０
３
０

年
ま
で
に
、
資
源
利
用
効

率
の
向
上
と
ク
リ
ー
ン
技

術
及
び
環
境
に
配
慮
し
た

技
術
・
産
業
プ
ロ
セ
ス
の

導
入
拡
大
を
通
じ
た
イ
ン

フ
ラ
改
良
や
産
業
改
善
に

よ
り
、
持
続
可
能
性
を
向

上
さ
せ
る
」
と
い
う
、
具

体
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

界
で
も
、例
え
ば
三
勢（
熊

本
県
熊
本
市
）
は
、
衛
生

管
理
が
で
き
る
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
目
指
し
、
ウ

ル
ト
ラ
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル

水
や
除
菌
力
が
高
い
酸
性

電
解
水
、
洗
浄
力
を
高
め

る
ア
ル
カ
リ
電
解
水
な

ど
、
環
境
に
や
さ
し
い
資

機
材
と
、
新
技
術
「
ウ
ル

ト
ラ
フ
ロ
ア
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

全
管
協
で
は
、
技
術
委

員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

明
治
大
学
や
メ
ー
カ
ー
と

共
同
で
排
水
管
の
適
正
な

維
持
・
保
全
、
現
在
の
建

築
物
環
境
に
応
じ
た
管
洗

浄
方
法
を
研
究
し
、
清
掃

現
場
へ
の
導
入
や
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
会
社
な
ど
に

提
案
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
の
研
究

成
果
を
、（
公
財
）
日
本
建

築
衛
生
管
理
教
育
セ
ン

タ
ー
が
主
催
す
る
「
建
築

物
環
境
衛
生
管
理
全
国
大

会
」
の
研
究
集
会
で
発
表

し
、
行
政
や
施
設
管
理
者

な
ど
に
幅
広
く
周
知
し
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
技
術
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
現
場
に
導
入

す
る
こ
と
も
、
こ
の
目
標

に
合
致
し
た
取
り
組
み
と

い
え
ま
す
。

　

建
築
物
の
適
正
な
維
持

管
理
は
、
建
築
物
自
体
の

耐
久
性
を
高
め
る
こ
と
に

な
り
、「
持
続
可
能
性
を
向

上
さ
せ
る
」
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
「〝
技
術
開
発
〟
と
い
う

と
大
変
だ
」
と
思
い
が
ち

で
す
が
、
現
場
に
取
り
入

れ
ら
れ
る
技
術
・
ノ
ウ
ハ

ウ
か
ら
始
め
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

目標９　
産業と技術革新の
基盤をつくろう

受
託
管
理

棟
・
戸
数
と
も
に
緩
や
か
に
増
加

22
年
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
協
会
調
査

　
（
一
社
）
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
協
会
が
公
表
し
た
２
０
２ 

２
年
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
受
託
動
向
調
査
」
結
果
に
よ
る
と
、

４
月
１
日
時
点
に
お
け
る
同
協
会
会
員
３
５
５
社
の
管
理
受

託
実
績
は
10
万
２
５
６
９
組
合
、
12
万
１
４
２
７
棟
・

６
３
６
万
８
７
９
７
戸
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
に
続
き
管

理
組
合
数
が
10
万
組
合
を
超
え
、
管
理
棟
数
・
戸
数
も
緩
や

か
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
実
績
と
比
較
す
る

と
、
組
合
数
は
１
４
３
４

組
合
（
１
・
４
％
増
）、
棟

数
は
１
５
６
１
棟
（
１
・

３
％
増
）、
戸
数
は
10
万 

１
７
５
０
戸
（
１
・
６
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。
受

託
物
件
の
う
ち
、
都
市
型

物
件
は
10
万
１
９
５
７
組

合（
前
年
比
１
・
４
％
増
）、

12
万
６
８
０
棟
（
同
１
・

３
％
増
）・
６
３
０
万
９ 

３
１
戸
（
同
１
・
７
％
増
）

と
な
り
、
い
ず
れ
も
前
年

実
績
を
上
回
り
ま
し
た
。

一
方
、
リ
ゾ
ー
ト
型
物
件

は
６
１
２
組
合
（
同
１
・

６
％
減
）、７
４
７
棟
（
同

２
・
７
％
減
）・
６
万
７
８ 

６
６
戸
（
同
３
・
１
％
減
）

と
、
と
も
に
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

地
区
別
の
受
託
状
況

で
、
戸
数
増
加
率
の
全
国

平
均
（
１
・
６
％
）
を
上

回
っ
て
い
た
の
は
、
東
海

地
区
（
２
・
８
％
）、
信
越

地
区
（
２
・
５
％
）、
中
国

地
区
（
２
・
３
％
）、
四
国

地
区
（
２
・
３
％
）、
関
東

地
区
（
１
・
７
％
）、九
州
・

沖
縄
地
区
（
１
・
７
％
）

の
６
地
区
で
、
東
海
と
信

越
地
区
が
高
い
伸
び
を
示

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が

集
中
し
て
い
る
首
都
圏
の

受
託
状
況
は
６
万
６
２ 

９
８
棟（
前
年
比
１
・
３
％

増
）、
３
３
９
万
９
８
９

戸
（
同
１
・
７
％
増
）
で
、

全
国
に
お
け
る
シ
ェ
ア
は

前
年
同
様
の
53
・
２
％
で

し
た
。

　

会
員
の
受
託
戸
数
規
模

別
は
、
３
０
０
０
戸
未
満

が
１
７
２
社
（
前
年
比
増

減
な
し
）
で
全
体
の
48
・

５
％
と
半
数
近
く
、
１
万

戸
以
上
を
受
託
し
て
い
る

会
員
は
88
社（
同
２
・
３
％

増
）
で
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
の
う
ち
受

託
実
績
が
前
年
と
比
べ
て

増
加
し
た
の
は
１
６
３
社

（
前
年
比
12
社
減
）、
減
少

し
た
の
は
93
社
（
同
32
社

増
）、
増
減
が
な
か
っ
た

の
は
94
社
（
同
19
社
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

受
託
経
緯
に
つ
い
て

は
、
新
築
物
件
（
竣
工
か

ら
１
年
以
内
）
が
棟
数
比

で
65
・
２
％
（
前
年
64
・

４
％
）、
既
存
物
件
（
竣

工
後
１
年
超
）は
34
・
８
％

（
同
35
・
６
％
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

既
存
物
件
受
託
に
お
け

る
受
託
経
緯
の
内
訳
は
、

棟
数
比
で
他
社
管
理
物
件

か
ら
の
受
託
が
57
・
４
％

（
同
57
・
９
％
）、
自
主
管

理
物
件
か
ら
の
受
託
が

７
・
８
％
（
同
８
・
９
％
）、

事
業
譲
渡
・
合
併
に
よ
る

受
託
が
21
・
１
％
（
同

21
・
０
％
）。
受
託
先
別

で
は
、
系
列
企
業
か
ら
の

受
託
が
43
・
９
％
（
同

44
・
３
％
）、
非
系
列
企

業
か
ら
の
受
託
が
54
・
５ 

％
（
同
52
・
７
％
）、
自

社
分
譲
が
１
・
６
％
（
同

３
・
０
％
）
で
し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
中
に
新

規
で
管
理
受
託
を
予
定
し

て
い
る
会
員
は
１
５
１
社

で
、
受
託
予
定
物
件
は

１
２
６
４
棟
・
８
万
２
１ 

５
１
戸
と
、
前
年
の
受
託

予
定
物
件
数
と
比
べ
る
と

24
棟
・
１
万
２
１
７
戸
減

少
し
て
い
ま
す
。

減
を
す
る
た
め
の
設
備
導

入
の
補
助
事
業
に
１
０ 

０
億
円
、
脱
炭
素
化
事
業

を
手
掛
け
る
自
治
体
を
対

象
と
し
た
「
地
域
脱
炭
素

移
行
・
再
エ
ネ
推
進
交
付

金
」
に
つ
い
て
４
０
０
億

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

技
能
実
習
生
８
万
人
超

�

出
入
国
在
留
管
理
庁

中
小
企
業
の
脱
炭
素
化
支
援

�

環
境
省

　

環
境
省
は
こ
の
ほ
ど
、

２
０
２
３
年
予
算
概
算
要

求
を
公
表
し
ま
し
た
。
中

小
企
業
の
脱
炭
素
化
を
支

援
す
る
新
規
事
業
に
15
億

円
の
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

国
内
全
体
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
に
占
め
る
中

小
企
業
の
排
出
量
は
２
割

程
度
。
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
法
で
は
、
大
企
業
を

対
象
に
排
出
量
の
算
定
や

報
告
を
義
務
付
け
て
い
ま

す
が
、
中
小
企
業
は
対
象

外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
省
で
は
、
財
政
基
盤

の
不
安
定
化
や
初
期
コ
ス

ト
が
高
い
対
策
が
難
し
い

中
小
企
業
に
対
し
て
、
地

方
銀
行
や
信
用
金
庫
、
商

工
会
議
所
と
い
っ
た
、
地

域
に
お
け
る
企
業
支
援
機

関
を
対
象
に
、
中
小
企
業

の
脱
炭
素
化
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
人
材
を
育
成
す
る
事

業
を
創
設
す
る
方
針
で

す
。
相
談
を
待
つ
の
で
は

な
く
、「
プ
ッ
シ
ュ
型
」
に

よ
る
積
極
的
な
働
き
か
け

を
行
う
支
援
体
制
を
構
築

し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
を
巻
き
込
ん
だ
脱
炭

素
化
の
流
れ
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
も
視
野
に
入
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
小
企
業

が
一
定
量
以
上
の
排
出
削

　

出
入
国
在
留
管
理
庁
は

こ
の
ほ
ど
、「
特
定
技
能
」

に
よ
る
在
留
外
国
人
数

が
、
２
０
２
２
年
６
月
末

時
点
で
８
万
７
４
７
１
人

に
な
っ
た
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。
前
年
同
期
と
比

べ
る
と
増
加
率
は
２
０ 

０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
ビ
ル
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
」
分
野
に
つ

い
て
は
、
２
０
１
９
年
の

13
人
か
ら
、
２
０
２
１
年

末
に
は
６
５
０
人
と
増
加

が
続
き
、
今
年
６
月
末
に

は
前
年
同
期
比
２
１
３
％

増
の
１
１
３
３
人
と
な
り

ま
し
た
。
国
籍
別
で
は
、

ベ
ト
ナ
ム
が
６
４
９
人
と

全
体
の
57
・
３
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
（
公
財
）
日
本
建
築
衛

生
管
理
教
育
セ
ン
タ
ー
主

催
（
当
協
会
後
援
）
の
第

50
回
「
建
築
物
環
境
衛
生

管
理
全
国
大
会
」
は
１
月

19
・
20
日
の
両
日
、
東
京
・

千
代
田
区
の
日
本
教
育
会

館
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
す
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状

況
に
よ
っ
て
変
更
の
可
能

性
あ
り
）。

　

同
大
会
は
、
研
究
集
会

と
特
別
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
記
念
式
典
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
研
究
集
会
で
は
、
当
協

会
か
ら
も
発
表
を
行
い
ま

す
（
詳
細
は
次
号
で
紹
介

し
ま
す
）。

第
50
回
建
築
物
環
境
衛
生
管
理
全
国
大
会

１
月
19
・
20
日
に
開
催

2022 年マンション管理受託実績

2022 年 4 月 2021 年 4 月 前年比

受託組合数 102,569 101,135 1.4%

うち都市型物件 101,957 100,513 1.4%

受託棟数 121,427 119,866 1.3%

うち都市型物件 120,680 119,098 1.3%

受託戸数 6,368,797 6,267,047 1.6%

うち都市型物件 6,300,931 6,197,035 1.7%

2022 年地区別マンション管理受託状況

2022 年 4 月

棟数 前年比 戸数 前年比

北海道 3,594 0.1% 181,698 0.6%

東北 2,177 1.0% 125,165 1.4%

関東 67,423 1.3% 3,469,857 1.7%

首都圏 66,298 1.3% 3,390,989 1.7%

信越 692 3.4% 50,549 2.5%

北陸 492 1.7% 24,824 1.5%

東海 9,807 1.6% 417,396 2.8%

近畿 23,251 1.4% 1,423,239 1.2%

中国 3,655 1.6% 180,758 2.3%

四国 1,243 2.5% 65,730 2.3%

九州 ・ 沖縄 9,093 1.2% 429,581 1.7%

合計 121,427 1.3% 6,368,797 1.6%

（2）令和４年11・12月号全　管　協　ニ　ュ　ー　ス（毎月１回発行）第４２０号



理事選出委員会発足、
総会開催時期変更など承認

第２回定例理事会

委
員
会
活
動
報
告

建
築
物
排
水
管
清
掃
技
士
資
格
講
習

　

当
協
会
は
２
０
２
２
年

度
第
２
回
定
例
理
事
会
を

９
月
７
日
午
後
２
時
よ

り
、ニ
ュ
ー
新
ホ
ー
ル（
東

京
都
港
区
）
で
開
催
し
ま

し
た
。
上
之
原
靖
理
事
長

を
議
長
に
選
任
後
、
①
理

事
選
出
委
員
会
の
発
足
②

定
款
一
部
改
正
③
第
21
回

定
時
総
会
会
場
選
定
④
委

員
会
報
告
⑤
会
費
未
納
会

員
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。

◇
理
事
選
出
委
員
会

　

２
０
２
２
年
度
の
役
員

改
選
に
向
け
、
役
員
選
任

規
程
６
条
（
理
事
選
出
委

員
会
）
に
基
づ
き
、
上
之

原
理
事
長
か
ら
理
事
選
出

委
員
会
発
足
を
提
案
。
事

務
局
よ
り
理
事
選
出
委
員

候
補
者
を
読
み
上
げ
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確

認
し
た
上
で
審
議
し
、
原

案
ど
お
り
承
認
。

◇
定
款
一
部
改
正

　

総
務
委
員
会
で
の
検
討

を
踏
ま
え
、
定
款
23
条
の

定
時
社
員
総
会
の
開
催
期

日
を
「
毎
事
業
年
度
末
日

の
翌
日
か
ら
２
カ
月
以

内
」か
ら
、「
３
カ
月
以
内
」

に
変
更
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原

案
を
承
認
。

◇
第
21
回
定
時
社
員
総
会

の
会
場
選
定

　

総
務
委
員
会
よ
り
、
第

20
回
ま
で
の
会
場
閉
鎖
に

伴
い
事
務
局
近
隣
４
会
場

よ
り
見
積
も
り
を
取
り
検

討
し
、「
新
橋
第
一
ホ
テ

ル
」
を
選
定
し
た
経
緯
を

報
告
。
審
議
の
結
果
、
原

案
ど
お
り
承
認
。

◇
会
費
未
納
会
員
の
対
応

　

６
カ
月
の
会
費
未
納
会

員
に
つ
い
て
、
総
務
委
員

会
か
ら
「
紹
介
者
へ
の
負

担
を
強
い
る
前
例
を
作
ら

な
い
」
と
し
、
会
費
未
収

分
は
「
貸
倒
損
失
」
で
処

理
す
る
こ
と
を
提
案
。
除

名
処
分
等
の
意
見
も
あ
っ

た
が
、
協
議
の
結
果
、
対

象
会
員
が
廃
業
し
て
い
る

こ
と
か
ら
（
除
名
対
象

外
）、
提
案
ど
お
り
承
認
。

◇
会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
　

会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
報
奨
金
に
つ
い
て
、

現
金
か
ら
記
念
品
へ
の
見

直
し
を
承
認
。

常
務
理
事
会

　

第
２
回
会
合
を
９
月
20

日
午
後
３
時
よ
り
箱
根
ホ

テ
ル
で
開
催
。
①
支
部
か

ら
の
委
員
選
出
②
予
算
の

有
効
活
用
③
合
同
委
員
会

（
10
月
19
日
）
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

　

支
部
か
ら
の
委
員
選
出

に
つ
い
て
は
、
支
部
活
性

化
委
員
会
よ
り
各
支
部
か

ら
各
委
員
会
に
１
名
以
上

の
委
員
を
選
任
す
る
と
の

提
案
に
つ
い
て
協
議
し
た

結
果
、
協
会
の
方
針
と
し

て
い
く
か
ど
う
か
を
協

議
。
支
部
に
よ
っ
て
選
任

の
ば
ら
つ
き
が
出
る
こ
と

を
了
承
し
た
上
で
進
め
る

こ
と
を
確
認
し
承
認
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
中
止

に
伴
う
予
算
の
未
消
化
分

に
つ
い
て
、
支
部
活
性
化

委
員
会
よ
り
会
員
向
け
の

有
効
活
用
す
る
活
動
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
、
同
委

員
会
で
予
算
の
柔
軟
な
活

用
方
法
に
つ
い
て
再
度
協

議
す
る
こ
と
で
了
承
し

た
。総

務
委
員
会

　

第
４
回
会
合
を
９
月
５

日
午
後
３
時
よ
り
当
協
会

事
務
局
で
開
催
。
10
月
19

日
に
開
催
す
る
合
同
委
員

会
（
総
務
・
広
報
・
技
術
・

支
部
活
性
化
）
の
概
要
を

報
告
し
、
総
務
委
員
会
が

主
体
と
な
っ
て
青
年
世
代

に
声
を
か
け
、
協
会
活
動

の
理
解
と
委
員
会
参
加
へ

の
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と

を
確
認
。
第
２
部
の
意
見

交
換
会
の
テ
ー
マ
を
「
人

材
の
確
保
と
育
成
に
つ
い

て
」
と
し
、
理
事
会
に
報

告
し
承
認
を
受
け
る
こ
と

を
確
認
。

　

ま
た
、
近
畿
支
部
選
出

理
事
の
退
任
に
伴
う
対

応
、定
款
改
定
に
つ
い
て
、

定
時
社
員
総
会
開
催
記
述

の
変
更
と
と
も
に
、
文
言

修
正
も
併
せ
て
理
事
会
に

上
程
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
会
員
管

理
シ
ス
テ
ム
の
更
新
、
会

費
未
納
会
員
の
対
応
、
会

員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

伴
う
報
奨
金
の
取
り
扱
い

な
ど
に
つ
い
て
協
議
。

支
部
活
性
化
委
員
会

　

第
２
回
会
合
を
９
月
12

日
午
前
10
時
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
形
式
で
開
催
。
①
会

員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

取
り
組
み
（
賛
助
会
員
の

協
力
獲
得
策
や
入
会
メ

リ
ッ
ト
向
上
案
な
ど
を
引

き
続
き
協
議
）
②
合
同
委

員
会
の
開
催
③
支
部
か
ら

の
委
員
、
青
年
世
代
の
対

象
者
（
各
委
員
会
に
１
名

以
上
の
委
員
を
各
支
部
か

ら
選
任
す
る
方
針
と
し
、

常
務
理
事
会
の
検
討
結
果

を
受
け
具
体
的
対
応
を
検

討
。）
④
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
事
業
中
止
に
よ
る
未

消
化
分
の
予
算
（
提
案
内

容
・
要
望
を
常
務
理
事
会

で
協
議
の
上
、継
続
審
議
）

⑤
総
会
に
お
け
る
支
部
紹

介
発
表
の
順
番
（
輪
番
制

で
２
支
部
ご
と
に
紹
介
す

る
こ
と
を
決
定
）
な
ど
に

つ
い
て
協
議
。

技
術
委
員
会

　

第
４
回
会
合
を
９
月
27

日
午
前
10
時
か
ら
㈱
マ
ル

シ
ン
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
開

催
。
２
０
２
３
年
１
月

19
・
20
日
に
開
催
さ
れ
る
、

（
公
財
）
日
本
建
築
衛
生

管
理
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催

の
第
50
回
「
建
築
物
環
境

衛
生
管
理
全
国
大
会
」
研

究
集
会
の
事
例
報
告
で
、

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
シ
ス

テ
ム
に
必
要
な
掃
除
口
設

置
を
含
む
維
持
管
理
に
つ

い
て
提
言
す
る
た
め
の
検

証
実
験
を
行
っ
た
。

第
２
回
常
務
理
事
会

第
４
回
総
務
委
員
会

福
岡
・
大
阪
で
開
催
―
―
新
規
36
人
が
受
講

　

当
協
会
は
10
月
６
・
７

日
に
福
岡
県
飯
塚
市
の
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

で
、
同
20
・
21
日
に
大
阪

府
東
大
阪
市
の
東
大
阪
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、

２
０
２
２
年
度
第
３
・
４

回
目
の
建
築
物
排
水
管
清

掃
技
士
資
格
講
習
を
実
施

し
ま
し
た
。
福
岡
会
場
で

は
19
人
、
大
阪
会
場
で
は

17
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
１
日
目
の
午

前
中
は
座
学
講
習
と
理
解

度
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
前
回
の
横
浜

会
場
か
ら
座
学
講
習
は
事

前
視
聴
に
変
更
し
、
１
日

目
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
後
に
理

解
度
テ
ス
ト
（
40
分
）
を

行
い
、
す
ぐ
に
実
技
講
習

を
実
施
す
る
こ
と
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
座
学
講
習

の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
の

構
成
と
同
様
に
「
環
境
衛

生
」「
排
水
設
備
概
論
」「
建

築
物
排
水
管
清
掃
技
士
業

務
仕
様
基
準
」の
３
分
野
、

実
技
講
習
も
、「
室
内
枝
管

高
圧
洗
浄
」「
共
用
管
高

圧
洗
浄
」「
ワ
イ
ヤ
清
掃
」

「
内
視
鏡
調
査
」
の
４
課

題
と
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。
両
会
場
と
も
、
共
用

管
高
圧
洗
浄
で
試
作
し
た

フ
ッ
ト
バ
ル
ブ
を
使
っ
た

作
業
、
受
講
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
手
動
・
電
動
ワ

イ
ヤ
を
選
択
可
能
に
す
る

な
ど
、
日
常
業
務
に
生
か

せ
る
よ
う
な
内
容
を
盛
り

込
み
、
受
講
者
も
し
っ
か

り
と
実
技
体
験
で
き
た
様

子
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
実
技
会
場

で
は
技
術
・
機
器
展
示
会

を
併
設
し
、
ア
サ
ダ
㈱
、

㈱
カ
ン
ツ
ー
ル
、
㈱
シ
ン

シ
ョ
ー
、
日
本
エ
マ
ソ
ン

㈱
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ー
ル
事
業
部
、
㈱
マ
ル

ナ
カ
、
レ
ッ
キ
ス
工
業
㈱

の
６
社
（
五
十
音
順
）
が

出
展
し
ま
し
た
。

（写真上）
理解度確認テストに臨む受講者

（写真下）
指導員のアドバイスを受けなが
ら行う実技講習

協会ＨＰに動画掲載中
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◇
事
務
所
移
転

【
東
京
支
部
】

　

▽
管
清
工
業
㈱
駒
沢
オ

フ
ィ
ス
：
新
住
所
＝
〒
１ 

５
４-

０
０
１
２
、東
京
都

世
田
谷
区
駒
沢
１-

16-

７　

駒
沢
中
村
ビ
ル
７
階
。Ｔ

Ｅ
Ｌ
０
３-

４
３
３
０-

７
１
７
１
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

４
３
３
０-

７
１
７
０

（
２
０
２
２
年
11
月
28
日
）

【
近
畿
支
部
】

　

▽
Ｎ
Ｓ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
㈱
：
新
住
所
＝
〒
５
５ 

０-

０
０
１
２
、大
阪
府
大

阪
市
西
区
立
売
堀
４-

２

-

21　

銀
泉
阿
波
座
ビ
ル

８
階
。Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６-

６
６ 

８
４-

８
４
３
９
、Ｆ
Ａ
Ｘ

０
６-

６
６
８
４-

８
４ 

５
９（
２
０
２
２
年
11
月

14
日
）

会
員
だ
よ
り

　

総
務
省
が
敬
老
の
日
に

ち
な
ん
で
と
り
ま
と
め
た

レ
ポ
ー
ト
「
統
計
か
ら
み

た
日
本
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
す
が
た
」
に
よ
る

と
、
２
０
２
１
年
の
高
齢

就
業
者
数
は
９
０
９
万
人

と
過
去
最
高
と
な
り
、
18

年
連
続
で
増
加
し
ま
し
た
。

　

就
業
率
は
25
・
１
％（
前

年
同
率
）
で
、
年
齢
別
で

は
65
〜
69
歳
に
お
け
る
就

業
率
が
50
・
３
％
と
初
め

て
50
％
を
超
え
ま
し
た
。

就
業
率
も
10
年
連
続
で
上

昇
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
70
歳
以
上
の
就

業
率
も
５
年
連
続
で
上
昇

し
、
２
０
２
１
年
は
18
・

１
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
就
業
者
数
を
産
業

別
で
み
る
と
、「
卸
売
業
・

小
売
業
」
が
１
３
０
万
人

と
最
も
多
く
、次
い
で「
農

業
・
林
業
」
が
１
０
４
万

人
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
や
清
掃
サ
ー
ビ
ス
な
ど

が
含
ま
れ
る
「
サ
ー
ビ
ス

業
」
は
１
０
３
万
人
、「
医

療
・
福
祉
」
が
１
０
１
万

人
で
し
た
。

22
年
度
建築物排水管清掃作業
従事者研修 [大阪 ]

大阪会場　49人 2022年９月９日
大阪ビルメンテナンス協会研修室（大阪府大阪市）

１．建築物衛生法と関係法令および
　　排水管清掃作業の安全と衛生

坂本　満寿雄講師
（一社・全国管洗浄協会）

２．排水設備概論 山下　貴之講師
（一社・全国管洗浄協会理事）３．点検診断・検査

４．排水設備の清掃実務および
　　清掃機器の使用方法 長谷　大講師

（一社・全国管洗浄協会）
５．業務管理一般論

坂
本
講
師

長
谷
講
師

山
下
講
師

働
く
高
齢
者
18
年
連
続
で
増
加

65
〜
69
歳
の
半
数
が
就
業

総務省

　

国
土
交
通
省
は
、
２
０ 

２
２
年
度
の
建
設
投
資

（
出
来
高
ベ
ー
ス
）
が
前

年
度
（
66
兆
６
０
０
０ 

億
円
の
見
込
み
）
比
０
・

６
％
増
の
66
兆
９
９
０
０ 

億
円
と
な
る
見
通
し
だ
と

発
表
し
ま
し
た
。

　

内
訳
は
、
政
府
投
資
が

22
兆
５
３
０
０
億
円
で
同

３
・
７
％
減
、
民
間
投
資

は
44
兆
４
６
０
０
億
円
で

同
２
・
９
％
増
。
民
間
投

資
の
う
ち
、
住
宅
建
築
投

資
は
15
兆
９
７
０
０
億

円
・
同
０
・
９
％
減
、
非

住
宅
建
設
投
資
は
19
兆
２ 

０
０
億
円
・
同
７
・
２
％

増
、
建
築
補
修
（
改
装
・

改
修
）
は
９
兆
４
７
０
０ 

億
円
・
同
１
・
２
％
増
と

見
通
し
て
い
ま
す
。

2022 年度建築物排水管清掃作業従事者研修（予定）

開催日 会場
募集

人員

12 月 9 日

（金）
（東京②）

東京都立産業貿易センター 浜松町館

( 東京都港区海岸 1-7-1

東京ポートシティ竹芝 )

80 名

2023 年

2 月 16 日 （木）
（大阪②）

大阪ビルメンテナンス協会研修室

( 大阪府大阪市西区江戸堀 2-6-33 

江戸堀フコク生命ビル 8 階 )

50 名

2023 年

3 月 17 日 （金）
（神奈川）

かながわ労働プラザ

( 神奈川県横浜市中区寿町 1-4)
60 名

※ 今後の 2022 年度建築物排水管清掃技士資格再講習（オンライン開催）のスケジュー

ルは、 決定次第発表します。

前
年
並
み
の
67
兆
円

22
年
度
建
設
投
資
見
通
し

　

当
協
会
の
東
京
支
部

（
西
川
昌
樹
支
部
長
）

は
10
月
25
・
26
日
に
、

支
部
活
動
の
一
環
と
し

て
、
長
崎
で
視
察
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
約
２
年
半

に
わ
た
り
視
察
活
動
に

制
約
が
あ
り
ま
し
た

が
、
感
染
者
数
が
落
ち

着
き
始
め
た
こ
と
か

ら
、
視
察
を
中
心
と
し

た
支
部
活
動
を
再
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、

長
崎
原
爆
資
料
館
や
出

島
、
軍
艦
島
な
ど
を
見

学
し
、
幕
末
か
ら
近
現

代
に
お
け
る
長
崎
の
歴

史
を
学
び
ま
し
た
。

原
爆
資
料
館
、

�

軍
艦
島
な
ど
視
察

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ー

ビ
ス
㈱
）
は
、
企
業
や
団

体
の
感
染
症
対
策
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
新
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
で
協
業
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ｐ
Ｓ
が
有
す
る
「
ア

セ
ス
メ
ン
ト
手
法
」
の
知

見
を
活
か
し
、
イ
オ
ン

デ
ィ
ラ
イ
ト
が
感
染
制
御

や
防
疫
対
策
を
考
慮
し
て

開
発
し
た
清
掃
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
公
共
空

間
や
生
活
空
間
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
け
る

人
々
の
行
動
を
分
析
し
、

衛
生
面
で
の
リ
ス
ク
評
価

に
基
づ
く
対
策
手
法
を
提

案
し
て
い
き
ま
す
。

　

イ
オ
ン
デ
ィ
ラ
イ
ト
㈱

と
Ｋ
Ｐ
Ｓ
（
花
王
プ
ロ

企
業
・
団
体
の

感
染
症
対
策
支
援

イ
オ
ン
Ｇ
と
Ｋ
Ｐ
Ｓ

　当協会では、2022 年度の入会
キャンペーンを通年で開催してい
ます。
　今年度は、「建築物排水管清掃作
業従事者研修」や「建築物排水管
清掃技士資格講習」の受講者（社）
が、受講後３カ月以内に入会申し
込みをした場合と、会員企業から
の紹介による入会の場合に、「入会
金を免除」します。
　詳細は、ホームページまたは当
協会事務局までお問い合わせくだ
さい。

22年度は通年で実施！
会員増強入会キャンペーン
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